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
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 本年  年は、日系人の在留に大きく門を開くことになった  年の改定入管法施行





































外国人登録総数 1,686,444 2,011,555 2,134,151
□永住 657,605 801,713 964,195
％ 39.0% 39.9 45.2%
一般永住者 145,336 349,804 565,089
％ 8.6% 17.4% 26.5%
特別永住者 512,269 451,909 399,106
％ 30.4% 22.5 18.7
□非永住者 1,028,839 1,209,842 1,169,956












































































































































                               駒井 洋 
 
1. レイシズムから多文化主義へ 
  (1)ナチス・ドイツと大日本帝国 
  (2)アメリカ―マイノリティの権利の後退 
  (3)オーストラリア―多文化主義への逆風 
  (4)カナダ―多文化主義の保持 
 
2. 日本における「多文化共生」の歩み 
  (1)単一民族主義の凋落 
  (2)在日コリアンによる異議申し立て 
  (3)新来外国人への対処―とくに日系人集住地域において 
  (4)先駆者としての浜松市と外国人集住都市会議 
 
3. 「多文化主義」「多文化共生」の変質 
  (1)管理手段としての「公定多文化主義」の登場 
  (2)「高度人材」と「単純労働者」の選別 
  (3)労働保護政策の不在と責任転嫁 
 
4. 多文化共生―ナショナリズムからコスモポリタニズムへ 
  (1)カントの世界市民主義と歓待(hospitality) 
    (2)社会的経済的劣位から対等な包摂へ 
  (3)文化的本質主義との訣別と社会関係資本の重要性 
















































































日韓欧多文化共生都市サミット 2012浜松 「浜松宣言」 
 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1985! 1987! 1988! 1989! 1990! 1991! 1992! 1993! 1994! 1995! 1996! 2000! 2005! 2007! 2008! 2014!
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②フィリピンの日系社会は戦後に解体し 1990 年代に再構築された。戦後の 1 世の引揚げと反日感
情にともなう身元隠しのため。 
③フィリピンの日系人には旧日系人（日本人移民の子孫、本報告ではこちらを日系と呼ぶ）と新日















・若者の就職難：平均年齢 23 歳、若者が多い人口構造。2015 年 7 月現在、失業率 6.5％、不完全
雇用（underemployment; 能力以下の仕事に従事）21.0％1 →ハイスクール卒（教育年数 10～12
年）での安定雇用は困難。 




・教育年数延長：フィリピンで 2013 年から教育改革（6・4・2 制へ）4、ハイスクール卒業年齢が
2 年伸びる。→日本でビザ取得可能な 15 歳までに呼び寄せて就労が現実的選択に（松本、2015）。 
＜日本への吸引要因＞ 







                                                 
1フィリピン国家統計局。https://psa.gov.ph/ （2015 年 10 月 10 日アクセス） 
2フィリピン海外雇用庁統計。2014 年は海外雇用数（陸上・船員合計）183 万 2668 人で増加傾向。陸
上雇用 143 万 0842 人のうち再雇用が 94 万 3666 人（66.0％）に上ることからも、海外出稼ぎを繰り返
す労働者が多いことがわかる。特に中東への出稼ぎが多い。




4フィリピン高等教育省。http://www.deped.gov.ph/k-to-12 （2015 年 10 月 10 日アクセス） 
5フィリピンの代表的な格安航空会社であるセブ・パシフィックは、マニラおよびセブと成田、名古屋、
大阪を結んでいる。平均的な運賃は 3 万円台だがセール時は 1 万円台の往復航空券もある。 




questSender=dsearch （2015 年 10 月 10 日アクセス） 
81993 年頃から西田研志弁護士がフィリピン日系人会連合会とともに日系人名簿作成や身元探しをして
いたが、1997 年でいったん活動が途切れた。2003 年、河合弘之弁護士を代表として NPO 法人フィリ
ピン日系人リーガルサポートセンターを設立。それに伴い身元判明者と 2・3・4 世の来日が増加した。








人は減尐せず 3234 人9。特に浜北区で外国人総数 1842 人に占めるフィリピン人が 721 人で、フィ
リピン人比率が 39.1％と突出して高い（全国平均は 10％）（2014 年、在留外国人統計）。 
・浜北区におけるフィリピン人の多さは日系人の大家族での居住が原因10。 
【事例 1】県営浜北団地のＭ家（沖縄ルーツ、ルソン島マニラ首都圏）11。2 世は 6 人きょうだい。
3 世は合計 51 人おり、浜松のほか東京、福井、豊橋で暮らす。浜北団地内には 2 世のＳさん（80





に暮らす。2 世は 10 人きょうだい。同地区で暮らす 2 世のＨさん（70 代女性）のもとに 3 世が 10
人（配偶者 9 人）。3 世の一人であるＣさん（50 代男性）は 4 世となる子どもが 5 人、5 世となる
孫が 4 人。Ｃさんは福島県での派遣労働を経て 2003 年に浜松へ、現在はフィリピン食材店経営。
バゴオン（塩辛）を自作、農地 5 反を借りてフィリピンの野菜づくり、週末はトラックで県内のフ






婚による 2・3 世は日本国籍が多い。1993 年から 2014 年、親のどちらかがフィリピン人の子ども
の出生届出数 97,68813。2009 年以降は国籍法改正により生後認知を受けた元婚外子（フィリピン
在住）の日本国籍取得が増加14。→フィリピン育ちの日本人も多い。→日本語指導が必要な日本人
                                                                                                                                                                  
る。2006 年から就籍活動を始め、2015 年 10 月までに 162 人に就籍許可が出た。詳細は同センターの
ウェブサイトを参照。http://pnlsc.com/ 




は 2791 人だが（出入国管理統計）、呼び寄せの子も日系 3 世以降も同じ「定住者」かつ内訳が公表され
ず両者の来日数は不明であり、②呼び寄せ対象となる在比親族の人数が、結婚移民（子どものみ）より
も日系人（子ども・孫）のほうが多いためである。上記の事例も参照。 
112015 年 10 月 4 日、訪問調査。 
122015 年 9 月 2 日、訪問調査。 
13厚生労働省人口動態統計。1992 年以前の統計はフィリピン人のカテゴリーがない。
https://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020101.do?_toGL08020101_&tstatCode=000001028897&re
questSender=dsearch （2015 年 10 月 10 日アクセス） 
14法務省ウェブサイト。2009 年から 2014 年までに改正国籍法にともなう国籍取得届の受理件数合計
















と略す）や委託の NPO の日本語指導者が教育現場で活躍。 
・【事例】市立Ｈ小学校：学区内にＩ家の集住地域あり。日本語指導が必要な外国人児童が全校で
36 人、うちフィリピン人 30 人（2015 年度）。加配教員 1 名のほか、市教委から派遣のサポーター
（週 5 日）、委託の NPO による日本語指導（週 2 日）と算数指導（週 5 日）、シニアボランティア
による放課後勉強室（週 2 回）19。 
・【事例】市立Ｈ中学校：日本語指導が必要な外国人生徒は全校で 12 人、うちフィリピン人 8 人（2015
年度）。市教委のサポーター（週 2 回）、委託の NPO の日本語指導（週 2～3 回）を利用20。生徒は
浜名高校で行われる市教委の「ステップアップクラス21」にも参加。 
＜学習支援＞ 






                                                                                                                                                                  
10 日アクセス）。高畑（2015）も参照。 
15文部科学省「日本語指導が必要な日本国籍の児童生徒の言語別在籍状況（2014 年）」。
http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/nihongo/1266536.htm （2015 年 10 月 10 日アクセ
ス） 
16大野（2009）によると、「フィリピン日系人会連合会」の主要メンバーの 2 世たちが戦後 50 年にあた
る 1995 年以降、「フィリピン残留孤児」「フィリピン残留日本人」を名乗って日本への集団帰国や関係
省庁への陳情を行った。 
172015 年 10 月 7 日、NPO 法人フィリピン日系人リーガルサポートセンターでの聞き取り。 
18日本聖公会中部教区・名古屋学生青年センターが設立した「国際子ども学校」。詳しくは、高畑（2014）
を参照のこと。 
192015 年 10 月 6 日、訪問調査。「外国人児童の勉強室来月本格始動 先生はシニアボランティア」『静
岡新聞』2013 年 3 月 21 日も参照のこと。 
202015 年 10 月 6 日、訪問調査。 
21「ステップアップクラス開講」『静岡新聞』2015 年 5 月 9 日も参照。 
22これらに加え、2014 年度は高校進学指導教室、浜北区・東区・磐田市・湖西市で成人向け日本語教室






月～7 月、主に 16～19 歳の若者を対象とする無料日本語教室23。 
＜実態調査＞ 










・日系 2 世の高齢化。2 世（70～80 代）は日比を往復しながら生活。日本滞在中は拡大家族で 2











                                                 
23NPO 法人フィリピノナガイサが 2007 年から行っている日本語教室を引き継ぎ、浜松国際交流協会主
催で 2015 年 5 月 27 日から 7 月 25 日に 10 回開講。高畑は開講時より複数回訪問した。「青年向け教室
浜松に開講 日本語教育“空白”埋める」『静岡新聞』2015 年 6 月 18 日、同紙社説（2015 年 7 月 23





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 シンポジウムには延べで約 120 名が出席した。このうち、参加者アンケートの回答数は 77 名だった。
以下は 77 名を母数として比率を示している。 
 参加者の性別は男性が 44.2%、女性が 50.6%で男女比はほぼ半数となっている。年齢では、10代が 5.2%、
20 代が 27.3%、30 代が 14.3%、40 代が 16.9%、50 代が 14.3%、60 代以上が 19.5%となっている。一般に
こうしたシンポジウムでは 30 代以上が多いが、今回は 20 代が３割近く、また 10 代の高校生の参加もあ
った。どこからの参加かを尋ねたところ、浜松市内は 37.7%でほぼ 4 割、（浜松市以外の）静岡県内が 32.5%
で、静岡県内からの参加は合計で約 7 割だった。しかし、県外からの参加も多く、岐阜県 11.7%、愛知県





学校関係者も合計するとほぼ１割いた。ほかには研究者が 6.5%、NPO が 5.2%であった。参加回数につい
ては、これまで本学のシンポジウムやフォーラムに参加したことがない方が 55.8%でほぼ半数を占めた。
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